
Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Heritage 　Language 厂　and 　 Bilingual 　Eduoation 　（MHB ｝　Researoh 　Assooiation

θ本国内 の 母語 ・，継承語教育の 現状ど譲鐙
一
抛域及び学痩7こ1方ける活動 を中心 に ノ齋屡 ひ ろみ

t／
t

…1……：研窯論窯
・

：lt

　　 日本国内の 母語 ・ 継承語教育の 現状 と課題一地 域及び学校における活動 を中心に

　An　Overview　ofMother 工bngue1Heritage  guage　Education：Programs　Offered　by

　　　　　　　　　　 Ipcal　Communities　and 　SchoolS　in　Japan

　　　　　　　　　齋藤ひ ろみ　（束京学芸大学国際教育セ ン タ
ー一
）

　　　　　　　　　　　　　 shiromi ＠u−gakugei ，　ac ．　jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要約

　 日本国内の 地域や学校で実施され て い る 母語 ・継承語教育の 現状 と課題 に つ い て 、親と…躑 弔の

　 母語
・継承語 に関する意識 、母語教室の 実施状況、母語教室で学ぶ子 ども達の 言語 発達の 実態

　 とい う三 っ の角度か ら整理 を試みた。その結果、母語 ・継承語教育に対する認識には
一一
定の 広

　 が りが見られ、地域の活動家や学校、保護者の 有志に よっ て 母語教室が支えられて い る こ とが

　 わか っ た 。 また、制度的基盤 の 整備、専門家の 育成、学習
一

教授デザイ ン の 検言虫 少数派 コ ミ

　 ュ ニ テ ィの 参与 とい っ た 課題 が 浮か び上 が っ て きた。

1．は じめに

　筆者は定期的に小学校を訪れ、外国人児童
1
へ の 学習支援活動を行 っ てい る。その

一
環

として子 ども達の保護者へ の イン タビ ュ
ー

を実施する機会があっ た 。 その イ ン タ ビ ュ
ー

で保護者は 、 子 どもが 「自分達の こ とば」 を捨て て い くこ とに強い危機感 を持 ち、民族

へ の 誇 りを堂々 と語 っ て い た （齋藤他 2003、原 2003）。中国帰国者の 保護者の
一

人は 「子

どもが生まれたころは、日本人 と同 じよ うに育っ てほ しい 、中国語が話せ なくとも日本

語 を しっ か り身につ けてほ しい と思 っ て い た 。 で も 、 子 どもが 10 歳を過ぎた今、自分の

こ とばで ある中国語で子 どもと会話がで きない こ とに寂 しさを感 じる。 私は間違っ て い

たの では ない か と思うようにな っ た。」 と語る。3．1で述 べ る い ち ょ う小学校の 中国語教

室は、こ うした声がきっ かけとな っ て始 まっ た教室で ある （教室の 運営状況につ い て は

後述す る）。
こ の エ ピ ソー ドからも、ニ ュ

ーカマ ーと呼ばれ る子ども達の 言語 教育が、口

本語技能獲得の た め の 対症療法的なア プ ロ
ー

チ の 段階を経て 、今、根本的な見直 しが迫

られて い る こ と、 そ して、そ こに 「母語 ・継承語教育」 を位置づ ける ことが不 可欠 であ

るこ とがわか る。

　現在 口本にお い て は
、 外国人の 子ども達の 「母語育成」 を保障する法的制度的な条件

は未だ整っ て い ない が、「母語」の 重要性に対する認識は徐 々 に広が り、母語教室 も増加
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して い る
Ltc

それを可能に して い るの は、運営主体で ある地域の ボランテ ィ ア や学校の 教

師の 強い 信念と熱意で あると言 えよ う。 しか しなが ら、教室運営や教育方法に 関して は

多くの 悩みや問題が語 られて い る。問題の解決や状況の 改善には、まず、「母語 とは ？母

語教育とは ？」 と い う根本的な問い に立ち戻る必要があろ う。子 ども達の 学びの 空間が

もつ 文化的 、 社会的 、 歴史的文脈の 中に、「了
・
ども達に とっ て の 母語 、子 ども達にとっ て

の 母語教育」 とい う視点から、「母 語」 「母語教育、 を位置づ け直すこ とが求め られて い

るの で ある，、

　本稿で は、3 つ の 角度か ら国内の 母語 ・継承語教育の 状況を描き、 今後に向け、実践

的視点を示すこ とを試み る。まず、これまで に実施された調査に基づ き、ニ ュ
ーカ マ ー

の 子ども達の母語の 閑 寺 ・伸長に関して、保護者や学校の 教師が どの よ うな意識を持 っ

て い るの か を把握する。次に、地域や学校におい て運営されて い る母語教室の状況を紹

介し
、 運営上の 問題や教育実践 Eの 課題に つ い て 整理する。最後に、母語教室に通 う 4

人 の 子 どもの 実態を例に 、 子 どもの 背景の 多康性とそれに よる母語獲得の 意味や母語発

達の 相違 を描く。この 3 っ の 切り口 か ら、国内における母語 ・継承語教育の 実践的展開

に向け 、 問題の 再設定を試みる＝

　尚、紹介す るケース は全て ニ ュ
ーカマ

ー対象の教室 であ り、子 ども達の家庭言語、或

い は両親の （国際緲 稼 庭の 場合はどちらか の ）エ ス ニ ソ ク ・ル ー
ツ の 言語 を母語 と呼

ん で 論を進める ．

2．保護者及び学校の教師の母語 ・継承語 に対する意識

　全国的な規模で 子 ども達の 母語 ・
継承語に関す る保護者や学校の 教師の 意識を調査し

たもの に 、以下の もの が ある．保護者をS・j象 とした調査に、イン ドシナ難民を対象 と し

て実施された 「日本に定住 したイ ン ドシナ難民の 母語の保持と喪失に 関する調査研究（国

際日本語普及 1絵 1993）」、日系ブラジ ル 人を刻象 と した 「ポル トガル 語を母語 とする在

日外 国人児童畳綻 の 言語教育に関す る父母の 意識 （石井恵理 子 2000）」がある 。 また、学

校の 教師 を文像 とした調査 に 、
「外国人児童 ・生徒 の 指導 ・実践に 関す る調査研究 （佐藤

郡衛 1997）」、 1日本 に在住す る外国入と日本人 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 成立に関す る

調査研究報告書 （日本譜教育小委員会 2002）亅がある ． これ らの 調査結果か ら、保護者

と学校の 教師の 意識に焦点を当て て 、日本の 母語教育の 現在の 状況を捉える、，
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2．　1　 「母諷呆持 ・伸長」 に対する父 母の 意識

　1993年、 国際日本語普及協会はイン ドシナ難民の 子 ども達の母諦 呆持 ・喪失の 状況 と

親の 日本社会に対する姿勢の 把握を目的として調査を実施 した。 日本政府がイン ドシナ

か らの 難民を受け入れ、定住促進事業を開始して 10数年を経た時期である。対象は、日

本在住のベ トナム 、カンボジア、ラオス の 6 歳以一ヒの 子 を持 つ 家庭で あ り、 保護者 208

名 、 子 ども 253名の 回答を得て い る。 調査 の結果 、 子 どもの 母語力に関 しては、来 日時

点で読み書きの 力を身につ けて い なか っ た子 は、国による多少の 開きはあるが 、ほぼ半

数以上 とな っ て い る。また、話すカに 関して、で きなか っ た と答える子が どの 国も 15％

以 Eとなっ て い る 。 来 日後の 母語力の 変化に 関して は、母語力が低下 して い ると感 じて

い る子の割合は、 E達 した とい う子 よりも高くなっ て い る。上達 した と感 じる子はカ ン

ボジア が 10％強、ベ トナ ムが 20％強、ラオ ス が 30％弱、 方 、カが落ちたと感 じる子

は、カ ン ボジア が 60％強、ベ トナ ムが 40％弱、ラオ ス が 45％弱であっ た。 この国に よ

る開きは、調査対象とな っ たカ ン ボジア の 子の 来 日時年齢が他 2 国に比べ て低か っ た こ

とに よるもの と分析 されて い る。また、親は 、90％以上が母語を 「大切 に して い る」 と

答え、子 どもへ の 母語の 伝達を願 っ て い るこ とがわかる。 ただ し、ベ トナム ・カ ン ボ ジ

ア とラオス の 間には母語継承 に対す る意識に差がみ られ る。他 2 国が 「とて も／か なり

大切に して い る」 が 80％を占め るの に対 し、ラオ ス は 40％を切 り、「まあ大切に して い

る」 とい う回答が半数を占め る 。 母諦 呆持の 意識の 高さに比 し て
、 実際に子 どもに母語

を伝えて い る親の 割合は大幅に減る。

ベ トナム 60％弱、カ ン ボジア 35％強、ラオ ス ／5％

強で あっ た。こ うした国に よる違い は、嘲 待する母語力の 程度ilや 「母語喪失へ の 危機

感i に関する項 目で も同様に 見られた 。 実際に母語伝達を行 っ て い る割合が最 も高い ベ

トナム の親は 、 同国人との 付き合い が多い と回答 してお り、母語 ・母国文化維持の た め

の行動の 具体化はその コ ミ ュ ニ テ ィの 規模や、コ ミ ュ ニ テ ィ との 関わ り方に関連して い

ると考え られ る。

　他方、1990 年の 出入国管理 及び難民認定法の 改訂によ り、南米か ら多くの 日系人が家

族単位で来 日す るようにな り、その 子 ども達の 教育が大きな社会的課題となっ てい る。

そ うした状況下で実施されたの が、石井 （2QOO）の 調査で ある。ポル トガル 語、ス ペ イン

語、中国語、ベ トナム語を母語とする外国人児童生徒の 父 母を対象に、言語教育観 言

語教育の 意思決定に 関する調査 を行い
、 その 内の ポル トガル 語母言詬諸 による 369 の 回
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答を分析 して い る．子 どもの 人国時の 平均年齢は 6 歳 8 ヶ月 、 調査時の 平均年齢は 10

歳 4 ヶ 月で ある。 学校以外の 場で 三語学習をして い る子 は殆 どい ない 、子 どもの 将来の

教育の 場や職業の 場 として は 口本 とブラジル 、どちらも選択できる状況であるこ とを望

んで い るが 、将来はブラジル に帰国するとい う傾向が強い。言語教育観に関する父母の

意識は、母語 と日本の 2 つ の 言語 ・文化を十分に発達 させ る ことを重視する。 母語を失

うこ とや母国との 疎遠化には 強く反対 し、家庭では母語接触 の 機会を確保す る ことが二

言語発達には効果的で あるとい う確信をもつ 。しか し、そ の ため の 具体的な彳働 に関 し

ては、明確で統
一

的な意識が見出 しにくい
。 例えば、「学校へ の 希望」 と 「家庭内で 使用

努力をする昌語 」 に関する回答に矛盾が 見 られ る。 こ うした結果につ い て 、石 井は、親

の 立場では判断材料が乏 し く認知的謡語 発達の 側面が見えにくい こ とや、多1亡な生活の

中で対応 にT一が回 らない こ とをその 原因 と して挙げてい る。

2．　2 学校における母語指導の 状況 と教師の 意識

　佐藤 （1997）は、外国人児竜生徒が在籍す る小中学校 を対象に外国人児童生徒教育の 実

践実態の 把握ため に質問紙調査を実施 し、小学校 6・19．校、中学校 304校 、計 953校か ら

回答を得 て い る 。 分析の 結果、母語指導を何らか の形で実施 してい る学校は 15％ほどで

あ り、在籍する外国人児童生徒数の 多い 学校で の 実施割合が高い 。 その た め、対象言語

の 内訳 を見て もポル トガル 語、中国語 、
ス ペ イン語が多数を占める 。 その 指導．担当者は、

教育委 員会か ら派遣 された指導者が 60％を超え圧倒的に多く、他には正規教員やボ ラン

テ ィアが挙げ られて い る。こ うした状況下で 、学校の 母語指導に関する意見は、母語喪

失が心理的発達や親子間コ ミュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン の 障害をもた らすの で 、母語保持が必要だ

とする意見が 85％に達し、 母語の発達で得た概念が 目木語 や教科の 学習に役立つ とい う

意見も約 70％で あ っ た
。 目本語 に よる母 語の 置き換え に賛廁

『
る者は極めて少 ない （6％

強）。 しか しなが ら、現実的には母語指導は困難であ り、日本語学習を優先 し（60％強）、

教科指導に関 して は 日本語で行っ て母語は必要に応 じて取 り人れる（70％強）とい う考え

方が多い 。 こ うした意見は、在籍外国人児童d徒数や 、母語指導の 実施状況、小中の 校

種 の違い に よっ て、その 傾向に差が見 られる。 生徒数が多く、 現在母語指導を実施 して

い る中学校では 、 認知面や学力面 の 発達に とっ ての 母語の 重要 性を強 く認識 し母語指導

を必要だ とする傾向が強い
。 また、小学校の 日本語指導専任者と学級担任の 間には認識

の 違い が あ り、前者の 方が 母語指導の 必要性を強く感 じて い る。母語指導の 実施の しか

一 28一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

θ本国内の 母語 ・継承 語 教育の 現 次ど課 顳 一地繊及び学校1こみ け るλ汚勤を中！Dtこ tt齋藤 ひ ろみ

たにつ い て は、家庭 で行 うべ きだ とい う意見が多く（60％弱）、学校の課夕話 動や地域ボ

ランテ ィ ア 、カ リキ ュ ラム へ の 取 り入れ に関して は 、 それぞれ 10％強が支持 して い る 。

しか し、現在母語指導を行っ て い る学校の 場合は、カ リキ ュ ラム へ の 取 り入れ へ の賛同

が小学校で 25％強、中学校で 40％弱 となっ てお り、学校が母語指導を積極的に取 り入 れ

るべ きだ とす る意見が増える、

　 口本語教育小員会（2002＞は、東京都港区、神奈川 県相模原 市、新潟県上越市の 3 区市

に限定 し、小学校 9校、中学校 2 校で 、外国人児童生徒の 周囲の 日本人 との コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ンに焦点を当て て聞き取 り調査 を実施 した。 母語 ・母文化に関する項 目に関して、

国際学級担当者 5名 、 直接外国人児童生徒の指導に 当た っ て い る学級担任 17名へ の 聞き

取 りが行われ、その 結果が学校における母語 ・母文化 へ の 朏 蕾：と して 具体的に示 されて

い る 。 国際教室担 当者は、国際学級で の 母国の 国旗、地図、民族衣装な どの 展示や、母

国の 歴史の 学習、留学生 との交流、母語の 掲示な どの 配慮、を挙げて い る． しか し、学校

では母語接触の機 会が少な く母語保持の 手立 ては困難な状況で あるとし、親 との コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン が困難に なるこ とを危惧する回答が見 られ る。
一
方、担任か らは母語の 挨

拶や数字の 掲示 、 留学生に よる母語の 授業の 実施 、 漢詩の 中国語で の 朗読とい っ た母語 ・

母文化 へ の 配慮が挙げられて い るが、特別な配慮や活動をして い ない ケ
ー

ス も少なくな

い。また、数名の 教師か らは、本人が 「母語を隠 したがる、母国に つ いて話 したが らな

い 」 とい う実態が語 られて い る。

　以上 4 つ の 調査結果よ り、国や外国人児童生徒の 受け入れ経験の 有無による違い はあ

る もの の 、父母 も教師も母語の 重要性 を強く認識 して い る と言える 。 しか し、母 語保持 ・

伸長の ため の 行動や教育実践の 具体化に関 して は、家庭におい て も学校におい て も 「手

探 り」 の状況にあるとい う全体像が浮かび Eが っ て くる、，その 要因 として 、二言諷 并用

状況下で成長する子 ども達の 言語の発達や認知面 ・学力面の 発達に 関する情報の 不足、

現在の 学校教育シ ス テ ム に よる対応の 限界 、 父母の 日本語が不十分で あるため に生 じる

子どもの 実態把握の 困難が挙 げられる。筆者が 実施 したイ ン タビ ュ
ー

におい て も、保護

者が 日本社会の 中で 1青報か ら孤立 しがちな状況に あり、教師と保護渚 との 間で の 相互理

解が不足 して い るために、子 どもの 教育に積極的に関われずにい るとい う実態が浮き彫

りにな っ た （齋藤他 2003）。

　また、佐藤q997）の 結果か らは、中学校では 「母謝 呆持が重要だ」 としつ つ も、その

理由が 「学習能力の 向上」や 「教科学習へ の 効果」 へ の 期待で あるこ とか ら、学校の 多

一 29一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

母長吾・箍堡承磊百・ノ 、
’
イウ仁冫／カヲ〃教

P
育‘MHE リ研 　　Vo／ume 　ア　Aイ！4RCH 　2005 9 ／tnd 　．Sdu

くが母語指導を 「教科学習の 母語に よる補助」や 「日本語習得の 手段」 と位置づ けて い

る と見られ る，「移行環バ イ リン ガル 教育 1 の
．
形態になっ て い ると言え よ う。

こ の よ う

に 、」二記の 調査で は対象に よ っ て 「母語教育」 の 捉え方が異なっ て い る と考えられ る。

そ こで、次の 節で は、 r一ども達の 母語保恃 ・伸長を巡 る多様な考え方や状況を、4 つ の

母 語教室の 例を通 して より詳細に探 っ て い くtt

3．「母語教室」 の現状

　日本国内の 地域や学校で 実施されて い る母語教育 （平成 16年 8 月境在）か ら、実施主

体や ス タイル の 異なる 4 つ の 教室を取 り Eげ、その 運営状況につ い て整理する。 まず、

各教室の 開設の経緯、日的、参加 して い る了
一ども達の 言語 ・文化や人数、講師、運営者、

課題等 を紹介す る 。 その 後 、 中島（2003）に即 して 、 4 つ の 教室の 継承語教育の 実践上の

問題 を、教師、学習者、教育形態 と到達 目標、教授法 評価の 5 っ の 観 魴 ・ら整理す る。

3．1　母語教室の運営状紗卜 4 教室の ケ
ー

ス

3．1．1　高知 11∫・IL潮江南小学校の母語教室 （国際理角罕教育促進特区）

　潮江南小学校には 、 校 区の 公営団地に住む中国帰国者の 子 ども達が 20名程度在籍 して

い る（折田 2004他）。その 子 ども達 を対象 に、1994 年 より課外授業 として母語教室が開

設 されて い る。 家族 との コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン をとるカをつ け 、中国及びそ の 言語文化に

興味を持 ち大切に しよ うとす る気持 らを育む ことをね らい とする。そ の ため の ゴ語の 技

能と中国に関す る知識の獲得が 目標 として設定されて い る。

　対象は 2年生か ら 6年生まで の 中国帰国の 子で あ り、低、高学年に分けて、隔週 実施

して い る．中国の 留学生に講師を依頼 し、中国語による直接法をとっ て い る。内容は、

挨拶や 臼己紹介等の Il頭で の 表現の 学習と
、 獅子舞やチ ェ ン ズ とい っ た中国の 伝統文化

や遊びに触れる活動か らなる。加え て 、行事における中国語の ア ナ ウン ス の 準備 と実施

もこ の 教室の活動 として行 っ て い る。　 また、 3， 4 年生の 日本人を含む全児重が 国際

理解教育として中国語の 学習を行 っ て きた。

　こ の 潮江南小学校で の 実績が基盤 とな り、2004 年、高知 市は［玉際理解教育促進特区と

して、 iiil4 ］の 2 小学校、 1 中学校におい て 中国語科の 新設を行 っ た 。 小学校で は 、 3

6 年生対象に総合的な学習の 時間に 中国語科を設け、觀 しむ」以 Eの 「系統的」な中国
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語学習を日指 してい る （高知市教育委員会 2003）。

3．1．2　大阪市立阿倍野中学校の 母語交流教室

　阿倍野中学校は市の セ ン タ
ー
校となっ て お り、そ の 日本語教室には、中国、韓国、台

湾、フ ィ リピ ン、ベ トナ ム か らの 生徒達が通級 してい る （大阪市教育委 員会 2003他）。
こ

の 生徒を対象に 、ポル トガル 語と中国語の 母語教室が開かれて い る。 丹語の 保持伸張と、

自分らしさを保ち、白信 を持 っ て過 ごせ るよ うな精神的基盤作 りをねらい とする。

　2003年は 、 両言語 の教室 とも日本語教室の 時間帯を利用 して 、月に 1、 2回実施され

た 。 運営は中学校の 日本語教室担当の 教師が行い 、それぞれの 着語 を母語話者で ある講

師が教えて い る。その 他に、学生ボラン ティ アや MPO 団体、修了生が ス タ ッ フ として 関

わ っ て い る。内容は、仲間作 りや 母国の 事情 （行事、習慣、地理等）を調 べ る活動、各

言語 の 文法 作文、読解の学習、その 言語による教科の導入か らなる。その他、母語を

使 っ た括動 として 、進路情報 の嫐 共と定期テ ス トで の 母語の 補助 （母語表記 、 通訳者に

よる説明等）を行っ て い る。課題として 、母語重視の 活動 を、中高の連携で、或い は地

域の 他校との 連携の 中で進め る こ とが挙げられて い る。

3．1．3　1APEの 母語教室

　IAPE （外国人児童生徒保護者交流会）は横浜市鶴見区を拠点に南米出身の 日系人の教

育問題に取 り組んで い る団体である（梅田 2003、樹 冓2002）。 1993年よ り 「母語教室 （ス

ペ イン語、ポル トガル 語）」、桝縄 ヘ ル
ー

ツ を探る旅 （中高生）」 「学習交流会 （高校生）1

等の 活動を行 っ て い る。 母語教室は 1994 年に始ま り、 現在 q999年よ り）は毎週土曜

日の 午前中に潮田 中学校で ポル トガル 語教室、午後に潮田小学校で ス ペ イ ン 語教室が開

かれて い る。教室の確保に よ り、活動が安定化したとい う。 家族 との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

ンや帰国後の母国で の 再適応の 円滑化の ために母語の 安定化を重視する。

　参加する子 ども達は、幼児か ら中学生 まで の 日系南米家庭の子 どもで ある。 毎回、子

ども達 は 30 名程度参加 して お り、クラス は年齢 と母 語能力に よっ て 編成されて い る （ス

ペ イ ン語 7 クラ ス 、ポル トガル 語 3 クラ ス ）。
10名ほ どの 学生や学校の 教師が ス タ ッ フ

として 、また南米出身 の 協力者が講師と して活動 して い る。最近は、IAPE出身の 高校生

達が教える側 として活動に参加す るケ
ー

ス が少なくない 。また、子 ども達の 保護者、学

校の 教師を交えた 交流会を開き、情報交換や教育相談を行 っ て い る。 しか し、最近は 中

高生の 参加が 少なくなる傾向にあ り、 小学生が中心 とな っ て い る。主催者は、子 ども達

の学習意欲をど う高めるか とい う点を課題 と して挙げる。

一 3／一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

母 語 ・，継承語 ・ハ
「
イグン カ ノ〃教育‘M 〃 β丿研究　Vo！ume 　 l　 M ハreCH 　2005 ％ 〆 5 珈

3．L4 横浜市立い ちょ う小学校の 中国語教室

　い ち k う小学校の 中国帰国者の 保護者が 2003 年 11 月に開講 した教室で ある。 毎週 1

時間、放課後 に学校の 教室を借 りて開かれ る（福山 2004）「こ の 地区の 中国系の住民の ほ

とん どは帰国者とその 呼び寄せ 家族で あるが 、「Fども達が lI幗 語を捨てて しま う」 とい

う強い 危機感が運営の 原動力 となっ て い る。 中国語で親とコ ミュ ニ ケーシ ョ ン で きる よ

うに なる こ と、中国語を好きになるこ とを 目指してお り、読み書きにつ い てはそれほ ど

重視 して い ない
。 学校は運営その もの には関わっ て い な い が、揚所 を提供 し、子 ども達

へ の 連絡を行 う， また、数名の 教職員が こ の 教室に参加 して い る。

　参加 して い る r一どもは、い らよ う小学校の子 ども達 30名程度で 、中国系 の 子以外に も、

口本の 子やベ トナ ム 、ラオ ス 、カン ボジア系の r一の 参加 もある。中国語講師は保護者 3

人が務 めて い る．クラス は 1 クラス で、多国籍、多年齢であ り、中国語力の 差も大きい tt

学習内容と して は ピ ンイン （中国語 の 発音記号）や身近な語彙が中心で あ り、 時折お 楽

しみ会等を行 っ て い る。教室 の 問題 として 、 適当な教材がない こ と、教え方がわか らな

い こ とが挙げ られ る。日本 に永住する彼らに とっ て 、中国の 「国語 （語文）」の 教科書も、

外国人向けの 中国語テ キ ス トも相応 しい とは い えない の で あ る。

3．2 母語教室の 実施上 の 問題

　紹介した 4 っ の 教室は
、 運営主体の 間題認識、対象とな る子 ども達 の 背景、実施 トの

時間的物理的条件 に合ね ぜて実践を展開 して い る。そ の 成果として 、子 ど も達が母語 や

母文化に対 して 肯定的な感清を抱くよ うに なっ た こ とや、母語教室が子 ども達に とっ て

の 居場所にな っ て い る点が挙げられて い る。 しか し、母語保持 ・伸長の ための 教育実践

が どれだけ効果を Lげて い るか につ い ては 、 なか なか 見えて こない
． そこ で、各教室の

状況や示された問題を、まずそ の 運営主体 と日的か ら、 次に 中島（2003）に従 っ て 、教師、

学習者、教育形態と到達目標、覲 受法、評価 とい う5 つ の 視煮か ら整理する。

　運営主体 に関しては、言語的少数派である保護者自身が運営す る教室 として い ち ょ う

小学校の 中国語教室があるが、他の 3教室は言語的多数派で ある学校や地域ボラン テ ィ

アが運営主体であ る。 日本では現在の とこ ろ、多数派で ある 日本人側が少数派の 子 ども

達に母語学習の 場 を無償で提供す るとい う姿勢が基盤 とな っ て い る 。 教材費等の 実費を

求めるこ とはあ っ て も、運営の た め の 経費につ い て受益者が負担する とい う考え方は
一

部に しか見 られない 。また、運営主体が施設を有 して い ない 場含、例えば地域の ボ ラン
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一
麺域及 ひ掌校 にみけ る活勤 を中心に ．

’
齋蟹 ひ ろみ

テ ィ アや保護者が教室を運営する場合には、場所の 確保が大きな問題 となっ て い る。

　母語教室開設の 同的を見てみる と、 子 ども達と親 との コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン の ため の 言

葉を獲得
・
保持 ・

伸張するとい う点は 、 4 教室に共通 して い るq その ための 学習 として 、

話 しこ とばの み な らず、 書く学習も行っ て い る。
こ の よ うに

、 読み書きを含めた継承語

の 保持 ・伸長をね らい として 定期的に教室を開い て い る とい う実態に鑑みれば、教育形

態と しては、4 教室 とも部分的バ イ リン ガ リズム （partial 　bilingualism＞
lt
と言えるで あ

ろ う。また、多数派が運営主体となっ てい る 3教室 の場合は、母語の 保持 ・伸長とい う

ね らい に加 え、子 ども達の エ ン パ ワ
ー

メ ン トの ため にア イデンテ ィ テ ィやセ ル フ エ ス テ

ィ
ーム の形成を強 く意識 した理念を掲げて 取 り組ん で い る点が注 目される。 これに加え、

潮江南小学校と阿倍野中学校、つ ま り学校が運営する母語教室で は、多数派側の 子 ども

たちの 異文化理解を促す こ とが教育目標の
一

つ に挙げられて い る。

　母語教師に関 しては、運営者 自身が母語教育に当たるケ
ー

ス はい ちょ う小学校の 保護

者が開 く中国語教室の みで ある。それ以外の 3 教室 では、地域在住の ネイテ ィブ ス ピー

カ
ー

の 方の 協力を得て運営 して い る。 また 、潮江 1繭小学校や阿倍野中学佼の ように学校

が運営主体 となっ て い る教室で は、留学生が講師 として活躍 して い る。教師 と子 ども達

との 関係に関 して は、IAPEやい ちょ う小 学校の ケー
ス で は、父 母、或い は1司コ ミ ュ ニ テ

ィ の 上の 世代が教師とな っ てお り、同 じ背景を持つ ニ ュ
ーカマ

ーが母語 を継承す る彳賠 「亅

を担 っ て い る。

　対象となる子 ども達σ）背景は、設立の 経緯に強く関連がある、学校を拠点として立 ち

上が っ た教室では、対象となる子 ども達が特定され てお り、参加が義務的な色彩を帯び

（キ体的に参加 し、 心か ら参加を望ん で い る とし て も）、 参加者数や顔ぶれに変動は少な

い
。

一
方 、 地域主催で ある駘 は子 ども達の 入れ替わ りが頻繁であ り、

一定の メ ン バ ー

に よる安定した状況を作る こ とが難 しい
。
TAPEの 例に見るよ うに、．中高生になっ て 生活

圏を広げ、将来像を描き始 める と、子 ども達自身が母語学習を積極的に意味づ け しない

限 り、母語学習の 継続は困難で あ ると考え られ る。 こ の よ うに地域の 教室で は、母語学

習 へ の動機付けが大きな課題 となっ て い る。

　学習形態に関して は、母語の 知識 ・技能の 獲得をね らう学習で は 、 少人数
…
斉指導か 、

個別指導とい う形が とられ 、 異文化理解を目的とする活動で は、グル
ープ学習や交流と

い う活動形態を採 っ てい る。小学校 ・中学校運営の 教室は、母語学習、交流、母語 によ

る学習支援を 目的にする複合的なプ ロ グラ ム に沿っ て、計画的 に進め られて い る。

一
方、
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地域や保護者が運営す る教室で は、参力［する子 ども達が 日々 入れ替わるこ とや、対象の

子 どもの 年齢や母語の 力の 幅が 広い こ と、 講師も言語教育や教育の 専門家ではない こ と

等か ら、プ ロ グラ ム の 作成や計画的な教育実践が難 しくな っ て い る。

　こ の よ うに 4 つ の教室の運営状況は異なっ て い るが 、共通する問題 として、実施頻度

や時間数 の 間題、女橡 児菫 の 母語の 力の 格差や背景の 多俵陸の た め に、母語の 力の 到達

目標を明確に設定で きずにい ることが挙げ られ る。プ ロ グラ ム をもっ 学校にお い て も、

この 点は 同様で あ る。それは、人材や教材の 不足 とい う問題に も関連 して い ると考え ら

れ る 。 全体と して、目標設定、学習内容、教授方法及び評価とい う、教授一
学習活動の

デザイン に関 しては模索段階に ある と言えよ うu

　本稿で は、母語保持 ・伸長を 目的 とする教室を取 り上げて 紹介 したが、「母語に よる指

導」 を 「母語教育」 と呼ん で支援活動を展開 して い る例 も少 なくない 。バ イ リン ガル 教

育形態の 類型に照らせ ば 、 子ども達の 母語が 日本語に置き換 えられ る 「移行型バ イ リン

ガ ル 1 とい うこ とになろ う， しか し、その教育的意味は 、目本の 外国人児童生徒の 受け

入れ の 現状に鑑み て設定されるべ きで あろ う、 積極的な意味としては 、日本社会や 学校

生活 へ の 円滑な参加 を促す重要な支援 となっ て い るこ とが挙げられ る。 しか しなが ら、

母語で教科補助をす るこ とが、その まま子 ども達の 母語の保持 ・1申長や 臼尊感情の 育成

に結びつ くとい う単線的な構造にはな らない
。 母語 ・母 文化へ の 肯定感を高め、母語 自

体を発達 させるに は、学習の ため の 言語 として母語が 日本語 と同等の 機能や役割をもっ

て運 用され る揚と、その ため の 意図的計画的な教育プ ラン が必要である。そ うした：鰍

的な取 り組み として 、お 茶の 水女子大学の子 ども LA｝vP と財団法人横浜市国際交流協会の

母語に よる先行学習の 実践
1
があ り、成果をあげて い る．母語その もの を対象とする教育

の機会が得に くい 日本におい て は、い わゆる 厂丹語に よ る指導」 の あり方を再考す るこ

とも、 母語 ・
継承語教育の 今後にとっ て は 屯要な鍵になると思われる，

4．母語教室で学ぶ子 ども達の 状況「
−4人の ケース を通 して

一

　では、母語教室に通っ て い る子 ども自身は、母語教室に通 うこ とを どう捉え、母語教

室で の 学習 を通 して どの ようなカを得て い るの で あろ うか
， 筆者が運営する 母語教室に

通 うr一ども達 4 名に っ い て 、 来 H経緯、滞 口歴、家庭内での 言語使用 、保護者の母語 へ

の 姿勢、そ して 日本語 と母語の 発達状況を紹介する。 こ の 4 名の ケ
ー

ス をもとに、母語
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教室に通 う子 ども達の 背景の 多様 陸を提 える視点を整理 したい
。 尚、こ の 教室は、主に

中国帰国者の 子 ど燵 を橡 に、土曜日に隔週で 開い て い る もの で ある。

4．1A さん （中国留学生家庭、中学 1年生、女、滞 日 4 年 目）

　父親 の 留学に伴 っ て 来 H し、公立小学校の 4 年生に編入 した。家庭内では中国語が主

で はあるが、 日本語 も交えて会話を して い る。来 日 4 年 目の現在、A さんは H本語で の

会話に も読み書きに も不 自由して い ない
。 中学校の 討験の 成績も良く（平均 85点以上）、

学業面で の 問題は見 られない
。 帰国を予定 してお り 、 家庭では 、 中国の 教材を使 っ て 数

学 と語 文 （国語）の 学習を して い る。

　来 日直後よ り母語教室に通い 始め 、今年で 4 年 目で ある。現在、母語教室で は、日→

中、中→ 日の 翻訳を通 して、母語の学習を行 っ てい る。翻訳された 口本語は、表記 にも

文法に もほ とん ど誤用 はみ られない
。 中国語 には 、 目本語の 統語規 則の

’i二渉を受けた と

思われ る文が見 られた り、 文字 を思い 出せなかっ た りとい うこ とが ある。また、中国で

の 教育を受けて い れば当然知 っ て い ると思われ る、歴史上 の 出来事や地名につ い て の 知

識がない ために、中国語の 文章が珥懈 で きない とい うこ ともあ っ た。本 人は、来年中国

に帰るか ら中国語の勉強も必要だ と語 る。

　A さん の 中国語学習は、語彙 ・文法等の 知識 ・技能を高める こ とと、 中国の 学校教育

におい て必要 とされ る中国語の 力を高める とい う明確な課題 をもっ て行われて い る。 保

護者は 、 母語 を伸張するために学習環境を整 え、積極的に関与 して い る。

4．2　B さん （中国帰国者家庭、小学 6年生、女、滞 凵 6 年目）

　小学校 1年生の 時 屯で 両親が呼び寄せ 家族 と して 日本に来た 。 中国で の 学校教育の 経

験は半年程度で、中国語の 文字の 読み書きは学んでい なか っ た。 家庭で は中国語で生活

して い るため 、中国語の 日常会話の 力は年齢に応 じた レベ ル の カを有する。母親は、子

どもが中国語 を学習し始めたこ とを喜ん で い るが、直接子 どもの 学習に関わっ て はい な

い 。来 日 6年 目で あるが、日本語の 力に は不十分 さが 目立 つ
。 文章を書か せ ると、文字

表記 の 誤 りや統語上の誤 りが見られ る。 また、日常生活で使用 する語彙を知 らない とい

うこ とも少な くない
。

　母語教室に通い 始めて 2 年になる。 現在まで、ピ ン イ ン と、簡単な文章の 読み 書きを

学習 して い る。中国の 小学 1年生 の 国語 （語文）の 教科書か ら始め
、 現在は小学 3 年生
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程度の 読み物 を読んで い る ．
1 年 Rは ピ ン イ ン も文宇も学ん だ先か ら忘れて い た ． 最近 、

漸く学習した こ とが力 として積み上が り始めて い る。

　本 人は、将来 「二 つ の 言語を牛か して 、貿易関係の職業に就きた い か らがん ばる 1 と

言駕 中国語 が彼女の ア イデン テ ィ テ ィに強 く結びつ い て い ると考えられ る。 しか し、

どち らの 言語 におい て も年齢相当の 力に は遠 く及ばず、母語教室で の 中国語の 学習の 継

続 の みでは、夢の 実現に必要な嵩語 の力を獲得するの は難 しい状況である，

4．3　C さん （申国帰国者家庭、小学 6 年生
、 女、 口本生まれ）

　 口本生 まれで 、上に姉 と兄がい る、家庭内で両親は 中国語で会話 して い るが 、兄弟間、

親 子問は 目本語を使 っ て い る。 日本語が優勢言語で あ り、日本人 ネイテ ィブ と変わ らぬ

力を もつ
。 C さん にとっ て中国語は両親や祖父母の こ とば とい う位置づけとなっ て い る。

目中の通訳ボ ラ ン テ ィ ア をして い る母親は、最近、母詒の 重要性を痛感 したと話し、 帰

国者の 知 り合い に も子 どもに中国語学習をさせ るよ うに勧めてい る。

　母語教室に通い 始めて 6年 目であるが、 4 年生 ぐらい まで は会話を中心に学習 し、そ

の 後、ピ ンイン や文字 の読み書きの 学習を進 めて きた。現在、ごく簡単な内容で あれば

中国語で も会話で きるよ うになっ て い る、、ピ ン イン は ほぼ読めるよ うになっ て い るが 、

発音は正確に はで きて い ない。文章は、小学 1年生程度の もの であれ ば 、 読んで意味を

理解するこ とが 可能である 。

　本人は 、中国語を勉強するの は、「Elr国の おばあちゃ ん と話がで きるよ うに な りた い 1

か らだ と言 う。 母親は、C さんが 中国語を話すこ とにつ い て 、「知 り合い か らの 電話に 中

国語で応答す るようにな っ た」 とうれ しそ うに語る t］こ うした母親か らの メ ッ セ ージ を

受 けなが ら C さん 白身が 、親、祖父母 山：代 との 関係維持に とっ て 中国語が甫要で あるこ

とを認識する ようにな っ たもの と考え られ る。

4．・4D さん （台湾 ・目本び）国際結婚家庭、小学 1年生、男、日本生まれ）

　 N 本生 まれで、 4歳の 弟が い る。母親は台湾出身であるが、日．輔吾が堪能で 、家庭内

で も日木語で過 ごしてい る。 活発でお しゃ べ りが好きで 、教室に来る と次か ら次に 1週

間の 出来事を話 して くれ る． 日本語は、 ti本の 子 と同等の 会話の 力をもっ て い る と見ら

れ る。母語教室の 日 は母親が毎回送 り迎 えをする 。 家庭ではなか なか 中国語を学1王うと

しな い の で、教室 に通わせ るこ とに したと言 う。 また、中国語 の 他に英語 の 教室にも通
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一
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「
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っ てい る。

　通い 始めて 半年であるが、問い かければ簡単な 白己紹介がで きるよ うになっ た （名前 、

年、学年、好きな食べ 物）u 教室では、中国語を使 っ たゲーム を中心に、聞い て話す とい

う学習を行 っ て い る。そ の 場では ス ム ーズに 中国語で反応するが、意識的な学習で はな

く、自分か ら中国語 を話すわけで はない
。 文字の 学習を少 しずっ 始めたい とい う母親の

意向が あ り、
一

刀前か ら文字を組み合わせ て語彙を作 る活動を行 っ て い るtt 母親は、将

来的には台湾の 発音記 号も学ばせ たい と望んで い る。

　本人は毎回楽しみ に してやっ て くる。また 、台湾の 果物がおい しい とい う話や祖父母

が優 しくして くれる話を屈託 なく話して くれる。 母親は 、台湾に帰っ た ときに祖父母や

親族と話がで きるよ うにな っ て ほ しい と繰 り返 し語 る 。

4，5 母語教室に通 うこ との 意味

　4人に とっ て、母語学習の 意味はそれぞれ異なる 。
A は、両言語におい て年齢相応の 言

語発達を遂げて い ると考え られ 、 中国語の 学習は帰国後の 学校教育へ の 再適応 をね らい

として い る。

一
方、B は 中国語で も日本語で も言語発達 としては 遅滞気味であ り、そ の

遅れ を今後取 り戻せ るか どうか とい う瀬戸際にある、しか し、本人の 将来設計を支えて

い るの が
一
：つ の言語の 力で あり、母語教室で の 学習が本人の アイデン テ ィ テ ィ形成やセ

ル フ エ ス テ ィ
ーム に結びつ い て い る 。 日本生まれの C の 場合、両親問で 中国語 が使用 さ

れて い るため 、 日本人家庭と環境は異なるが 、 中国語の カに関して言えば 、 新たに学ぶ

とい っ て も過言で はない 状況で あ っ た。また、日本社会におい て は中国語の 「言語集団

の バ イタ リテ ィ（EthnolinguistゴcVitality ）
「」
」 が低い ため、

一
璃殳には中国語 との接触機

会は少 なく、 道具的動機付けにも寄与 しない
。 それが C の 二言語の カの バ ラン ス として

現れてい る、ただし、本人は母語 を 「家族との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」 の ための言語 とし

て 、学習価値を付与 し、中国語の学習に も熱心に取 り組んでい る ， D の現在の 言語発達

の状況は、C が小学 1年生の ころに似てお り、木人は 中国語の 学習を 「楽 しい し、 お母

さんが喜ぶ か ら」 とい う程度で 捉 え て い る 。
しか し

、
C の場 合とは異なり、母親に よる

積極的なサポー
トがある。母 親は 、D の 中国語獲得に対す る強い 期待と、二言語 の 発達

に関する具体的なイ メ
ージを持ち、白分がで きる行動を探 りなが ら関わ っ て い る。そ う

した母 親の 姿が、D にとっ て の 母語学習の 意味を創 っ てい ると言 える。

　以上の ように 、 子 ども達は、堤在の年齢、発達段階、来H時の 年齢、家庭の 言語環境、
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家族の母語獲得へ の意識、世代、来 日の 経緯、永住か短期滞在か、国際結婚か同 じ民族

閲の結婚か等、 置か れて い る状況は多様で あ り、個 々 に 母譜学習の 意味は異なる。 そ う

した環境 の 中で
、
4 人は彼 らな りに教室に通う意味を探 りなが ら母語 を学ん で い る。

　こ うした子 ども達がい る
一
方で、アイデ ン ティ ティ の拠 り所として も、将来の ための

道具的な意味づ けとい う点で も、「母語 を積極的に、惑味づ けられ ない ケー
ス もある ，，筆

者が同教室で接 した 19歳の E（男）の ケ
ー

ス である（齋藤 1997）。E は 「カ ラオケで ilT国語

の 歌が歌 えた ら格好い い 」 と語っ てお り、漠然と した動機はあるもの の 、母語教室に通

う意味を明確化 で きずにい たtt ⊥3 歳で来 ［ したが中国では小学校 1 年まで しか 学校 に通

っ てお らず、そ の 時点で の 中国語 の 力は 日常会話の カはあ っ て も読み 書きの 力は ほ とん

どなか っ た とい う。
E は、当時アル バ イ ト生活 をして お り、家庭で も友人との 間で もコ

ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は 日本語が 中心で あっ た． しか し、両言語 とも2 、 3語で の 応答が主

で 、 文 の レ ベ ル で説明す るよ う勧 はなか っ た、彼の 駘 、来 口飆 言吾で 緬 旧 語 が

後退 し、どち らの言語で も口頭で の伝達に支障がある状態に なっ て い た と考えられ る，

知 り合い の 誘い で 母語教室に通い 始めた E は 、
ユ年程教室に通っ て い た 。 そ の 間、E の 巾

国語の 力が高まっ た とは 言い 難い 。 しか し、E は中国語の テ キス トに向い
、 自分の ペ ー

ス で 読み書きの 学習を経験 し、高校や人学に通 う同世代の 仲間 と中国語でお しゃ べ りす

る とい う時間を過 ごした。む しろこ うした こ とに、価値があっ た と思われ る。今後、親

の 都合で移動を繰 り返 して学校教育を継続的に受け られない 子等、E タイフ の 子が増え

る こ とが考え られ る 。
こ うした子 ども達に とっ て、自分の 言語的文化的背景に向き合い 、

漠然と感 じて い る異質感を対象化 して 捉 え 、 将＊豫 を描くこ とが、母語を学ぶ こ との 意

味なの か もしれない
．

5．今後の 展開に向けて

　周囲の 大人の 意識、母語教室の 運営状況、了
一ども達の 母語学習の 状況 とい う 3 つ の側

面か ら、日本にお けるfi］語 ・糸［糎 （語教育の 状況を描 い て きた，そ の 結果、母語 の 保持 ・

伸長の 重要性に つ い て は、　
・
定程度 の 理解 と認識の 広ま りが見られ 、母語教育も実践 レ

ベ ル で展開しつ つ あるこ とが わか っ た．1司時に、母語教室の 多くが教室の 運営自休に費

やす労力が大きく 、 ア ども達の背景の 多様哇を目的、到達H標 、学習内容、学習方法、

評価等に反映 させ た形で学習
一教授のデザイ ン を行 う こ とが難 しい 状況で あ るとい う問
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θ本国内 の 母語 ・継承語教育 の現状 ど課題
一
地域 及び学校にあげ る活動を中心 に ∫齋縻 ひ ろみ

題点 も見えて きた。そこ には、次の ような 4 つ の 要因が ある と考えられ る。第
一

に母語

教育が シ ス テ ム 化 されて い ない ために、場所や教師の 確保等の 条件整備が困難であ り 、

f’ども達の 参加が不安定に な りがちであ るこ ど， 第二 に エ ス ニ ッ ク ・コ ミュ ニ テ ィや保

護者の 母語教育に対する認識が観念 レベ ル に留まり、具体的な行動に結び っ い て い ない

こ と。第二 に、二言言謝并用状況下の子 ど もの 轟語 発達に つ い て の 知識を有し、N語教育

の知識 ・技能をもっ 人材の不足 に より、教育実践の具体的プラ ン を立て る こ とが困難で

ある こ と、 第四に黎明期で あるがゆえに理 念が先行 し 、 そ の 理念と教育内容や方法との

整合 性につ い て の 検討が不十分なままに教室が開設 されて い るこ とで ある。

　こ うした状況の 改善に向けては 、繰 り返 し提案され て きた こ とで は あるが、学校で の 母

語教育を可能ならしめる制度面の整備、言語教育の 専門腔を有す る教員の 育成 ・研修、地

域における活動を支援する仕組み作 りな どが求め られる。また、行政、学校、地域の 活動

に携わる支援者の ネ ッ トワーク化の 重要性 も挙げられ、その 具現化に向けた試みも各地で

始まっ て い る。しか しなが ら、ネ ッ トワ
ー

ク化 も立場の 違い が厚い 壁 とな っ て、対応強化

とい う点では
一定の 役割は果たせ て も、 根本的な問題解決 に向か い に くい状況が見られ る 。

その 背景には 「資源と して の 言語1 とい う謡語 観が共有されて い な い こ とがあろ う。
「権

利として の 言語」 とい う話語 観に貫かれた実践におい て は、利害の 対立を生み、それが母

語 ・
継承語教育の 支援ネ ッ トワーク形成に とっ て はブ レーキになる ・f能駐が ある。個人 と

社会の 発展 における言語の役割を考え るには、「資源」 として言語を捉える見方が必要だ

と思われ る。

　そ して、支援に関わる者が相互の 関連性を把握す るため の 枠組みが未だ示 されて い ない

ため に、解決へ の 道筋を探 りに くい の だろ うと考え られ る。ニ ュ
ーカマ

ーの 子 ども達の 言

語教育の 問題は、呶 台的、社会文化的なマ ク ロ な レベ ル と、言語発達や認 知発達 とい っ た

ミク ロ なレ ベ ル の 問題が、教育とい う文脈の 中で重層的複合的に連関 して、個別の 問題 と

なっ て現れる。
こ うした問題構造を解き明か し、個別の 課題をそ の 構造の 中で捉え直すこ

とによっ て の み、問題解決の方向性が示 される と考え られ る 。 その枠組み 作りに 向けて 、

Hornberger（2003）の 「二 言語読み書 き能力の 連続体 （continua 　 of 　 blユlteracy）」 モ デ

ル か ら重要な示唆が得られ る。
こ の モ デル で は、発達（development）、内容 （content ）、媒

体（media ）、文脈 （context ）とい う二 言語読み書き能力に関する 4 つ の 層が、入れ子式の 構

造になっ て い る。また、各層が 3 つ の連続帯か ら構成されてお り、 例えば 、 発達の 層は 「受

容
一産出」 「話しことば一

書きこ とば」 「第 1言語 』
第 2 言語」 とい う 3 つ の 連続帯か らな
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母語 ・，継承 語 ・バ イ グン カ ル 教育‘M 〃 β丿研究 　レb！umn ア MAre ごθ 2005 彡鰄 5 勧

る
b

（入れ子 式の 構造に つ い て は図 1 、連続帯に つ い て は図 2 参照 ． 図 2 は 図 1 の 中の
一

｛ ）の 層を取 り出した図で あ り、そこに示されて い る矢印が 3 つ の 連続帯を示す）。

日本 における母語 ・
継承語教育に 関する調査

研 究、教育、言語計画を位置づける枠組み に

は、こ の モ デル の よ うに、 卩」変性の 記述を可

能にする 「連続帯」 とい う発想や各層 の 関連

性 を不 す包括的な構造が必要であろ う． r一ど

も達の 言語発達期 戈長を、時問的空問的な広

が りの 中で変化するもの として連続 帯上で捉

え、 問題構造全体の 中で 、或い は他の側而 と

の 関係で母語教室運営 トの 問題や母語教育実

践上 の 課題を把握で きる枠組 みを作る こ とが

急務なの で あ る。

　Wong−Fillmore（1991）　1・ま、1こ括吾・継承語 を身

に つ けるこ とは、当該 話語 コ ミュ ニ テ ィ にお

けるコ ミュ ニ ケー
シ ョ ンを円滑に し、その コ

ミュ ニ テ ィ の もっ 知識や知恵 とい う恩 恵を受ける と主張する。 その
一

方で 、コ ミュ ニ テ

ィ の 文化や言語 の 継承は、湯川 （2004）が指摘するよ うに 、 親の ニ ーズや意識の 変化、そ

して社会的政治的な狽1」而で の 変化に翻弄され る もの で もあろ うtt その 変化や 多機 性に対

応するには、原点である
一
こ の 子」 の 背景を知 り、「こ の 向 に とっ て の 母語 の 意義を問

い 直 し、 そ して 「この子」 が社会参加 し、自己実現するための 母語教育の あ り方を、今

一
度考えるこ とが必要で あろ う。 そ こ には 母語教室の 安定的固定的な姿よ りは 、 む しろ 、

一
見雑多で 無秩序に さえ思える多様な母語教育の あり方が 見えて くるの ではない だろ う

か。

　そ うした多様 な母語教育の あ り方を理論的にまた方法論的にサポー トし、制度面で の

整備を呼びかけて い くためにも、国内の継承語教育研究の進展に寄せ られ る期待は大 き

い
。

二言語併用状況下における了ども達の 言語の 獲得 と喪失、言語発達の 状況 と認知面

の 発達との 関係に関する基礎研 究、教 育実践の 蓄積とその分析を通 した継承語教育の 方

法論の 探求、社会的、文化的、歴 史的視点か らの 研究等 、 各層に渡る研究の 充実 と相互

交流を推進するネ ッ トワークが形成され る こ とが望まれ る。筆者も、母語教室の運営に
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θ本函内 の 母語 ・継承語教育 の現状 ど羅
一
地域及 び学校にあけ る活動を

二
中心 に ∫齋藤ひ ろみ

携わる
一

人 として、その ネッ トワーク作 りに関わ っ てい きたい と考える ，

1
本稿で は、日本籍を有す る エ ス ニ ッ ク

・
ル
ー

ツ をもつ 子 ども達、例 えば中国帰国家庭の 子 や国際

　結婚家庭 の 子も含め て 「外国人 1 児童或い は 生徒と呼ぶ こ とにする。
2

母言酵嫁 数の 調査は、石井美住（2001）の 神奈川県内の 調査があるが、全国 レ ベ ル の もの はまだ見

　られない 。その ため、統言粕勺資料に 基づ い たもの で は ない が、本稿で紹介する大阪市立阿倍野中

　学校の 母語交流教室、い ち ょ う小学校の 中国語教室もこ こ 数年 で 立 ち上げられた教室で あり、他

　に も、東京都立川市の 台湾出身の 保護者に よる華文教室、兵庫 目本語ボ ラ ン テ ィ アネッ トワ
ーク

　の こ うべ 了
．
どもに こ に こ 会など、母語教室開催 の 情報が筆者の もとに入 っ て お り、母語教室開催

　の 動きが活発化して い ると考えられる。
3 中島（2003 ）は、フ ィ ソ シ ュ マ ン が 分類 した継承語教育の 形態と口的を紹介し、そ の 形態の

一
っ で

　ある部分的バ イ リン ガル （partial　biliiigual）の 1歹1∫と して、ある程度読み書きがで きるが、教科の 学

　習は しない ために学習言語 と して の 語が十分育たない ケ
ー

ス を示 して い る、、
a

子ども凵M ’ は、お茶の 水女子大学の 大学院生やi型或の 方で組織する NI−］O法人で、学習支援モ デ

　ル 「教科 ・母語 日本語相互育成学習」 に基 づ き、大学構内の 教室を拠点に して 外国人児童生徒の

　支援活動を展開して い る。（岡崎2004）

　横浜市国際交流協会 で は、「母語 を生か した学習支援モ デル 事業」 を同 じ く　「教科 ・母語 ・口本

　語相互育成学習」 モ デル に 基づき、横浜市内の 中学校との 協 動で 進めて い る。中国語、ス ペ イ ン

　言磊諸 で あるボラン テ ィ ア 派遣とい う形態で実施して い る。（（財）横浜市国際交流協会 2004）
5 中島（1998）に 基づ き、「言語 集団の バ イタ リテ ィ（Et  ohng 田stic　Vitahty）」 を、その 言語を話す

　集団の 力を、入 口や経済的政治的なカ、文化的影響力か ら総合的に捉えたもの とする。
6

他 3層を成す連続帯は、内容の層が 「少数派
一

多数派」

一
現地 の こ とば6 読み書きの こ とば戸 ．文

脈化汁 脱文脈化」、媒体の 層が 「同時接触一継嚇 瑚虫」 「言言吾構造の 親疎」 「箒体系の 異同」、文脈の

層が 厂ミクロ
ー

マ クロ 1 「口頭 の こ とば
一読み書きの こ とば」 「バ イ リン ガル

ー
モ ノ リン ガル 」 であ

る。本稿で は緲 畠の 関係で 詳述は で きない が、こ の モ デル は 連 続吊：

」 と 「入れ子式」 の 構造に よ

っ て、子ども達 の 言語発達 の 状況や彼らを取 り巻く言語環境を動的に、そ して包括的に捉えられ る

モ デンレで ある．
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